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慶 慮 医学 ・82(3)　 109^一Il8,2005

解 説

重要文化財に指定された塾所蔵の貴重書

『解剖存真図』

慶慮義塾大学名誉教授

やす　　 だ　　けん じ ろう

安　田　健次郎

Key　Words:人 体 解 剖 図 譜,江 戸 時 代 後 期,医 師 自身解 剖 ・描 画

はじめに

　平成 工5年4月 に慶癒義塾 の所蔵す る貴重書の中の

『解剖存真図』が,文 化庁か ら重要文化財の指定を受け

た.人 体解剖図の絵巻物であり指定の理由は 『本書は実

見の成果と蘭書からの知識に基づ く総合的な解剖図集で,

江戸時代の実証的解剖図の到達点を示す資料として,我

が国医学史上大変意義が深い』である.1920年 代に下

谷の文行堂から購入 した.義 塾としては九番目,図 書館

所蔵の資料としては四番目の重要文化財借定であるi.zi.

　本図は徳川幕府奥医師である桂川甫賢(桂 川家第六代)

が所蔵 していたものである事が確認されている.そ して

収納箱の蓋裏書によると大正14年(1925)に 慶慮義塾

の所蔵となっている.写 本としては西尾市立図書館岩瀬

文嘩,東 北大学狩野文庫,京 都大学付属図書館,武 田科

学振興財団にその存在が知られている31.

作製 した.賄 分観察の場所は関西の刑場の可能性もある

が,本 人は幼少の頃か ら江戸に住んでいたらしいので,

おそらく大部分の絵は小塚原(現 南千住)の 刑場 に通い

刑屍40体 以上の解剖を観察 して描いた ものであろう4).

図譜の作成には十数年かか ったと言われる.し かも一屍

毎に一臓一騎を見て 「一屍毎に必ず真を写す」主義で臨

んで詳細に写生 し,臓 器の色彩が時間の経過にしたがっ

て変化する事を知 ってお り新鮮 な臓器を真実に近い色彩

で描 く事に努めたと伝え られる.一 体の解剖につき一臓

一騎のみを写生 した事は一体の解剖ごとに意識を集中 し

て丁寧に観察 し正確に描写 しようとした心構えを反映 し

ている.同 時に,公 許の下での活動であっても,刑 場に

長時間滞在する事は許されないという事情 もあったであ

ろうし,ま た当時,騎 分には役人等数人が取 り巻いて存

在 しており,一 人だけが時間をかけて観察出来る状況で

はないという事情 もあ ったであろう,

著者および図の作製経過 図譜の構成

　 この図譜は文政2年(1819)に 淀藩(山 城国,稲 葉

藩)の 江戸勤め藩医である南小柿寧一(み ながきやすか

ず,天 明5年 ・1785～ 文政8年 ・1825)が 描いたもの

で全83図 が乾坤二本の巻 き物になっている.南 小柿寧

一は南祐と称す.字 は清人,号 は西崖,通 称は良祐.本

図譜の附言の本人署名および師の桂川甫周(佳 川家第四

代)の 記念灯寵に刻まれた門下生としての名は甫祐寧一

である.36才 の時 この図譜を出版 し41才 で この世を

去った.江 戸時代の解剖図譜としては内容が最 も豊冨で

充実 し色彩が実物に近いと評価されている4'81.南小柿

は幕府の奥医師桂川甫周(第 四代)に っいて蘭方外科を

学び,師 の奨めによって騎分に参加 し,こ の解剖図集を

　乾坤の二巻よりなる(第i図).

●乾巻

　序文

　巻頭に桂川甫賢の漢文による解剖存真図引(序 文)が

ある.寧 一は着い時か ら月池先生(桂 川家第四代甫周)

に師事 して外科を修め解剖の術を学んだ事,天 文地理に

も通 じ,多 識であり,加 えて絵画に長 じている事,桂 川

家にある小石氏の解剖図(註:小 石元俊等作,平 次郎解

剖図と施薬院解男体臓図,説 明後記)を 賞賛 したが精微

を窮尽 くしていない事を惜 しんだ事,な どが記されてい

る.文 末の署名は

　　Gedaan　 door　Dr.　W.　Botanicus.
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第 県図　肺 に空気 を吹 き込 む図

第1図 　解剖存真図　乾坤二巻の外観
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第2図 　脳 の底面　回 と溝.脳 神経 の出 る部位
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第5図 　気管支枝と肺胞
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茅

W
†
六

　
以
順
殿
晩
晃
来
尺
《
腺

も
軌

曽
麦

雛
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

㍗
罪
、醤

⑭
臥
鱒
懸
縫
煽

イ
璽

∂

血
簿
乳
墨

9

も
猛
勲
館
蝋

　
　

蘇
《

幽
覧＼

箋

"

,
六
↑
↓
-
心
佃

窪

,"
辱

皇
乏
幣
参
弔

朔
饗

病
嚢
蝦

.@

此
二

眞

《
.毒

・
　

ド'
　

・　

7

11図 　表皮.毛,皮 膚 の腺のS'G微鏡 図

臓 と脾臓第7図 胃,

丁輔ti炉
噛..

管 と小腸、大腸 の一部第8図 乳 ビ植、

第12図 　全身の助脈系

茅

♀

　
撃

害
訟

⑦

苧
官
署

⑨

寺
苫

⑤
噌
へ
管
牝
尾
真
0

0

勉
β
曳
船

⑤

贈
集

3

哨
吠
毎

㊦
重
紙

㊨

当
骨
池
航

.　【

い
、

一　
　

▲

話

臓
院
　

　
'.

池
夢
"

.
琳

」.
"

↑

よ
へ、
.

①
痢
卵
叢
L
卵

裳
芒

　
　
、

　

　

　

　

　

　

冊

　

鯉
骸
魯
録
鷺
賭
弼
誕
Ψ
事
而
"
呼
輸
宣
曽更
叢
著
窄
τ
識
7

第9図 　小腸,小 腸聞膜 と大朋の一 部
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慶唯医学 　82巻3.号(平 成17隼9月)

　シーボル トの賛辞

　前記の序文と次項の附言との間の余白部分に朱筆でシー

ボル トの賛辞が記されている.商 館医 シーボル トは,南

小柿が世を去 った翌年(文 政9年,1826)に 商館長の

参府に随行 して上京 した際にこの図譜を見る機会があっ

た.そ して,そ のiE確 さに感動 し,賞 賛の辞をオランダ

語で書き込んでいる.す なわち 「この解剖学的仕事は非

常なる勤勉さを以て成 し遂げられたるが故に大いなる賞

賛を獲得す」と記されている.

　附君

　次いで寧一自身の漢文による附謹がある.五 項目から

なる,

　 (一)　 自ら44屍 を解剖 し,一 幌晦に写生 し蘭本及び

　　　小石氏の図(前 記二編)と 照 らし合わせた.一 屍

　　　について一臓一膀を詳しく観察 した.

　 (二)人 は屍の諸臓器の大小,色 は生体とは異なると

　　　いうが,死 後早期に見れば生体とは異ならない.

　　　ただ,死 後長時間を経過すると色が変わるだけで

　　　ある,

　 (三)　諸臓器 ・組織の名称の内,漢 医以外の名称であ

　　　 る神経,靭 帯.繊 維,前 繰などの新名は皆解体新

　　　書と医範提網(後 記)か ら採った.

　 (四)オ ランダ解剖図六冊(名 称後記)と,ハ ンガリー

　　　着色解剖図一冊を参照 した.

　 (五)解 剖には道具 ・機器が必要である,蘭 書の巾で

　　　 もヘイステルの書が最も明解である.以 前に桂君

　　　梅街(捷 川家第六代甫賢)が 翻訳 しているのでそ

　　　れを記する.

　 第一次:大 卓,直 刀及び薙刀,鉗,鈎,消 息子など六

　　　　　種類.

　 第二次:鋸,屠 刀,槌 など五種類 と大小管など,

　 第三次:顕 微鏡,蝋 および乖を脈管等に注入す る管数

　　　　　本,銅 線,気 機,【m膏 による汚染を防 ぐ外衣

　　　　　など.

　 次目(図 譜の内容の見出し書き)

　 注:一 部の説明には現代の用語を使用した.(以 下カッ

　　　 コ内に図の番号のみをUL414)

　 中枢神経系:脳 ・脳神経(1^一10),宋 梢神経系:全

身神経(11),感 覚器1眼 球(12^一13),耳(is),舌

(15),筋:頭 頚部(16～24),胸 部(25),腰 部(26),

手(27～29),足(30～32),足 の筋.神 経,動 静血管

(32～33).骨:頭 部の全骨(34～36),手(37).胸 肋

骨(38)』 甲骨(39).脊 推(40～41>,足 の諸骨(42),

支柱全骨(43).

● 坤 巻

　 次 目(図 譜 の 内 容 の 見 出 し書 き)

　 注:一 部 に 現 代 の 用 語 を 使 用.ま た 説 明 を加 箆 した.

　 断 首 の痕(49),腹 部 の 皮 下 脂 肪 ・血 脈(as),顕 微

鏡 図(表 皮,腺,毛 髪)(46),胸 部 全 景(47),肺(48

一一51) ,心 ・脈 菅(52),腹 筋 ・腹 膜(53),腸 網(大 網

55,56),肝 ・胆(57～60),門 脈(61～62),胃 。膵 。

腸(63^一65),乳 慶(66)と 再 び乳 慶(67,Palfynの

解 剖 書 よ り転 写),脾(68),腎 ・膀 胱(69^一72),睾 丸

(73)腎 の 水 脈(り ンバ 管,74,Pal(ynの 解 剖 書 譜 よ

り転 写),婦 人 陰 器 全 景(75,Smellieの 解 剖 書 よ り転

写),腰 骨(76～77,Smellieの 解 剖 書 よ り転 写),子

宮(78～80,80の 中 に精 子 の 顕 微 鏡 図),胎 児(81^

82),胞 衣 ・騎 帯(83).番 外 付 図 に妊 娠 した サ ル の解

剖 図 四図 が あ る.文 政5年(iszi>2月 の 所 見 で あ る.

図 譜 の完 成 後 に付 け加 え られ た図 で あ り楚 蘭堂 主 人 の 署

名 が あ る.南 小 柿寧 一 と如 何 な る関 係 に あ るの か,本 人

で あ るの か 不 明 で あ る,次 の よ うな記 事 が あ る.「 文 政

壬 年(5年)2月,孕 猴 を解 剖 す.そ の胎,月 満 ち た る

者 の 如 くに して,子 宮,胞 衣,諸 臓 器 の辿 続,人 と異 な

る無 し。 予,細 か に そ の 形状 を写 し,以 って 巻 端 に 付 す

鍍 聞 堂主 人 」.

　 鍛(後 書 き)

　 次 の 五編 の 駿 文 が 寄 せ られ て い る.大 槻 玄 沢(漢 文).

宇 田 川 玄 真(オ ラ ン ダ語),杉 田 立 郷(才 ラ ン ダ語),大

槻 玄 幹(漢 文)及 び 佐 々木 中 沢(漢 文)に よ る.そ れ ぞ

れ に医学 に お け る解 剖 の 知 識 の 必 要 性 を 説 き,人 体 内 景

を明 確 に 示 し た図 譜 を 作 成 した 寧 一 の 努 力 とそ の 図 譜 の

優 秀 さを 讃 え て い る.各 践 に つ き それ ぞ れ 一 部 を 次 に 記

す.

◆ 大 槻 玄 沢(idi台 藩 医,医 学 を 杉 田 玄 白 に,蘭 語 を前 野

良 沢 に学 ぶ,重 訂 解 体 新 書な どの 著 者):「 磐 水 漫 草 」 に

もあ る解 剖 存 真 図 践 に は次 の よ うに 記 さ れ て い る.「 余

嘗 て荷 蘭 解 剖 諸 図 を 見 る.既 に 数 十 部 に 及 ぷ.未 だ嘗 て

そ の精 巧 緻 密 に嘆 服 せ ざ る事 あ ら ざ る な り.た だ未 だ,

そ の諸 器 を彩 って,そ の 真形 を 存 し,人 を して親 し く実

物 を視 る想 い を な さ しむ る者 を見 ざ る を恨 む.桂 家 の 社

の南 寧 一,亦 己 に之 を 視,手 ず か らその 図 を撫 し,且 つ

補 うに他 の 解 剖諸 図 を以 て す。 又,自 ら新 図 を製 し,屡 々

諸 を解 屍 に 徴 し,毎 にそ の本 色 を改 潤 す.積 年 の久 しき,

解 剖 存真 図 成 れ り.把 りて こ れ を 展開 す れ ば,屹 然 と し

て 躬 親 し く解 剖場 に 在 るが 如 し.其 の 丹 青の 妙,篤 好 の

志 蔚 然 と して 幅 に満 つ.奇 な りと謂 うべ し.桂 家 累 世 英

才 を 教 育 す.寧 一 は 蓋 しそ の選 と い う.実 に欽 仰 す べ き

か な⊥ 後 略.
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◆宇田川玄真(伊 勢の医師,医 範提綱の著者,緒 方洪庵

の第二番目の師):Palfynの 語を引用 し,病 因を知 らな

いで病気を治す程困難なことはない.し かるに解剖学的

知識なしに病因を知ろうとすることは更に困難であると

紀 している。

◆杉田立郷(若 狭藩医,杉 田玄白の子):医 師が解剖学

を知らないで病を治すことは,盲 人が盲目の馬に乗って

夜歩くのと同じであり,外 科医も内科医 もまず人体の部

分を正確に知らなければならない.

◆大槻茂禎(大 榎玄沢の子,磐 里):賛 辞を大機如電の

「新撰洋学年表」の中にも記 している.一 部を紹介する

と次の通 りである.「巻を展いて之 を観るに,そ の盤描

する所,人 身内外諸部,三 腔十器,簗 然として備え具す.

その大小曲直,幽 密陰顕,色 彩之濃淡,殆 んど真物に逼

る.寧 一,曽 って西洋の解剖図若干部を挙げ,そ の善な

る者に従ひて校欝繕写し,親 しく自ら解屍の場に臨みて

照墾し,そ の然らざる者は塗抹すること亡慮数十度.鳴

呼勤めたりと謂ふべき也.中 略.寧 一,故 月池先生の高

足の弟子なり.今 都下に於て一家を成す(日 本橋にて医

業に従事).後 略.

◆佐々木中沢(大 槻玄沢の門下,1山 台藩,存 真図腋の著

者,詳 細後記):解 剖学は医学の根本であり先ず最初に

理解するべ きものである.中 国の最 も古 い古典である

「内経」には既に解剖の必要性が説かれており,前 漢の

解剖文献を北宋での解剖実施時に参照 したことが記載さ

れている.日 本では,山 脇東洋が初めて公許の下に解剖

して 「蔵志」を著し,杉 田玄白は解剖の後洋書を訳 して

解剖轡を出版 した.し かしまだ精巧な解剖図譜がない事

だけが心残りの状態であった.南 小柿寧一が図譜を作 っ

たのはその時代である.原 文の一部を紹介する.「南小

柿甫祐は丹青を善くす.嘗 て月池先生に侍 し親 しく解剖

の学を受 く.乃 ち西洋解剖諸図に就いて,精 を葬め,華

を咀 し,又,之 を真屍に試むること数十次,精 を翠 くし

思いを積み,以 て解剖存真図を成す.最 も能くその法を

得たる者と謂ふべし.今 より後,解 剖図譜を以て海の内

外に雄観する者,吾 れ指を甫祐に屈せん哉.中 略.甫 祐

の丹青の妙,心 を用いるの厚きは即ち諸先生之れを尽 く

せり.余 復た何おか賛せん」4・7レ.

忽 多ル
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第L4図 　胃臓 の リンパ系 　左上の 文字 は本図 がPalfynの

　解 剖轡 より転写 した ものであ る事 を示す
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自

隣
第15図 平次郎解剖図 摘出した内蔵全景

図の特長

　江戸時代までの図譜の共通の弱点とされていた膵臓,

副腎,神 経系,動 脈の走行,門 脈又小腸と大腸の差など

も詳細に描写されている.特 に気管に管を挿入 し肺に息

を吹き込んで肺を拡張 した状態として肺を表面から描い

た図(第4図,原 図第49)は 臓器の生理的な状態での

形態を示そうとしたものであ り,ま た,小 腸の係蹄 と,

後腹壁から剥離 した大腸 とを連続 したまま描いた図(第

9図,原 図第64)は 膓間膜が小腸のみに存在す る箏を

容易に理解させる描写である.こ の二図のような鰐図は

他の解剖図譜にその例を見ない,
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第16図 平次郎解剖図 胸部および胆部内蔵前最

　各図に描かれている臓器,組 織の中または近 くには④,

◎,0,系 列の文字が付され,図 の主に右上部の空間に

それぞれの文字に桐当する臓器,組 織の名称と短い説明

が記されている.ま た,主 たる図の説明の為の付図があ

る場合には㊥,②,㊥ などの文字を付けてある.「肺の

全景」(第3図,原 図第50)を 例にとってみると,④:

右肺。二裂あり,◎:左 肺。一裂あり,0:気 管。岐れ

て両肺に入る.其 の質は,幕 を以て軟骨に累接 して輪状

を成す者なり.蓋 し接する処に在りe:甲 状軟骨。㊤:

環状軟骨.O:会 厭軟骨。飲食下れば,則 ち伏 して気管

を塞ぐ.⑭1気 管.図 の作製に当たり,六 冊の西洋解剖

書と一冊の西洋解剖図譜を参考にしている.

　 そ して,第83図 の内,第4図 は外誉より写 している

(前記).す なわち,原 図第67「 再び乳鷹 を示す」 と原

図第74「 腎の水脈(現 リンパ管)」(第14図)は パル

ヘイ ン]ean　Palfynの 解剖書より,原 図第75「 婦人陰

器の全体」および原図第76「 腰骨の全形 ・前面」はス

メル リWilliam　 Smellieの 解剖書よりとっており,そ

れぞれの説明欄に採った解剖書の著者名を明記してある.

そ して原図第46「 顕微鏡を以て表皮及び腺　毛髪を見

る」(第ii図)お よび原図第80(第13図)に は,日

本の解剖書と しては初めて著者自身が描いた顕微鏡像が

掲載されている.

　 高度の絵画技術は天性によるとはいえ,父 方の伯父竹

沢養浜に負うところ大であると言われる".ま た,丹 青

の使用には格別の技を持ち合わせていたと伝えられる.

描 きあげた文政2年 には35才 であ うた.山 脇東洋の蔵

志や杉田玄白の解体新省の絵は絵師が描いたが,解 剖葎

頁図では絵の作成を絵師に頼まず医師である本人が自己

の観察に礎いて自分で描いている.

(註)

参考にした西洋解剖轡および解剖図aU

ク ル ム ス

ブ ラ ン カ ー ル ッ

ヘ イ ス テ ル

バ ル ト リ ン

パ ル ヘ イ ン

ス メ ル リ

Johann　 Adam　 Kulmus

Steven　 Blankaart

Lrenz　 Heister

Thomas　 Bartholin(原 著 は 東 牟 斯)

Jean　 Palfyn

William　 Smellie

ハ ンガ リーの 着 色 解 剖 図 譜(著 者 不詳)11

解剖用語

　各図に付属する説明文中で臓器名等を示す解剖学用語

は 「解体新書」(杉 田玄白,1774)と 「和蘭内景医範提

綱」(宇田川玄真,1805)に よるものが多い`',

　 (註)

◆解体新警はクルムスの解剖轡の翻訳であるが,翻 訳に

際 して前野良沢は次のような三種の翻訳法をとり,後 漢

以来の五臓六騎の名称の他,従 来 日本で使われて来た名

称に新語を加えた.

且)翻 訳:蘭 語に相当する日本語を当てはめた.

　　 凡例　ベレンデン→骨.

2)義 訳;相 当する日本語が見当たらないので新たに造

　　 語 した.凡 例,カ ラカベン→骨であって柔らかいも

　　 の→軟骨.

3)直 訳:相 当する日本語も,そ の概念も共にない場合

　　 には蘭語の発音をそのまま日本文字で表 した,キ リ

　　 イル→機里爾(参 考:後 に腺 と名付けられる)5幽帥.

　　 加えるに義訳の凡例の巾に頭蓋骨神4481,神 経11を

　　 入れた文献もある.

　 神経についてはその存在は南蛮医学や紅毛医学の伝来
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安田=解 剖存眞図

以来既に知られていたが,通 詞がlb9=x　Zenuwを そのま

ま世奴(セ イニ晶)と 訳 したり,中 国語を使って髄筋と

訳 して使っていた.杉 田玄白は神気の神と経脈の経を合

わせて神経としたim.す なわち,存 在は古 くか ら知 られ

ていたがそれに義訳としての名を与え られ書物の中に初

めて引用されたのが解体新轡であった,こ の点で軟骨等

とは異なる訳され方である.

　 心臓は漢方では神すなわち精神が宿 る場所 とのみ説明

されているが,蘭 方では全身に血液を送 り出す源である

としている.漢 字の心臓が蘭語のhartと 同一の臓器を

示すという根拠は何 もないが,両 者の位置 と形状から,

hartは 心臓であると言わざるを得なかった11,.

◆医範提綱(1805)は 宇田川玄真著,三 冊からなる.

門人の諏訪直徳が玄真の講義を簑肥 したもの.図 譜(第

52図 ・15枚)は 三年後に日本初の銅版で出された,平

易明瞭な文章で西洋解剖学を説き,生 理学を含み,疾 病

の原因にも言及 し,当 時の医師に益する事大であ ったと

言われる.脳 神経,脊 髄神経などの説明 もあり,交 感神

経幹に相当する神経も記載されている,臓 器の名称等 も

今eの 用語に甚だ近 く,わ が国の解剖用語は医範提網に

起因しするものが多 く,宇 田川玄真に負うところ大であ

ると言われる.一 例を挙げれば大機里爾を膵 と訳 してお

り他にも幾つかの字があるがこの字が今日まで使用され

ている.な お,膵 は肉のような腺のようなものが集まっ

た肉様の ものを意味 している.

　宇田川玄信(一 部前記)本 姓安岡,伊 勢生まれ,蘭 学

を大機玄沢に学ぷ.一 時杉田玄白の養子となったが去る,

桂川甫周の弟子宇田川玄随(津 山藩医,漢 方医後蘭方医)

に学び,後 に宇田川を襲 ぐ.桂 川爾周とも交わ りがあっ

た亀.,■2.1の.

　 このように,解 剖存奥図ではその時代に得られる最 も

新 しい用語が用いられていた.

図贈についての考察

　この図譜については次のような特長を指摘する事が出

来る.

Dほ ぼ200年 以前の図譜でありなが ら,既 に今日の

　　解剖図譜に見られるような柵成の図が多い.図 柄に

　　関しては西洋解剖図の影響が大きいと考え られる.

2)臓 器の色が死後時間の経過と共に変化する事を知 っ

　　ていて死後早期の臓器を見て描いているので色彩が

　　真実のものに近い.

3)医 師自ら解剖 し描画したので視点が医学的関心に礎

　　いて細部におよんでいる.日 本における解剖の例は

　　歴史的に幾編かの書 または図譜として残されている

　　が,初 めて公許を得て騎分けを行ったのは山脇東洋

　　であり,蔵 志 という解剖図録を著 した,こ れが刺激

　　となり杉田玄白等 は騎分けを行い,蘭 書を翻訳して

　　解体新書を出版 した.以 後,腋 分けおよび解剖に関

　　する番 ・図の作製は多 く行われた.し か し,こ れま

　　で多くの場合,騎 分けを実施する人は特別な解剖担

　　当者であり,図 は絵師が描いていた.18世 紀後半

　　になり,医 師自ら騎分けを行い,図 録 を記録する=/Ru

　　が 多 く出版 され始めた.観 臓図巻(栗 山孝庵,

　　1758)か ら解臓図(中 山藍江,1800)ま での間に

　　この二図録を含めて九編が遺 されている.更 に,19

　　世紀前半になると,解 剖学史上特筆すべき六編の解

　　剖書が出版 されている.す なわち,解 体発蒙(三 谷

　　横,1813),解 剖存真図(南 小柿寧一,1819),解

　　剖図賦(池 田冬蔵,1822),存 真図腋(佐 々木仲沢,

　　1822),導 級私録(小 出君徳,1836),南 陽館一家

　　言(貿 川秀哲,184Dで ある.こ の巾で も解剖存

　　真図は19世 紀前半における日本人が作 った最高の

　　解剖図樂といわれている.以 後,明 治になると,江

　　戸時代のような日本固有の解剖図録は消えて行 く事

　　になる51.

4)西 洋の解剖欝を参照 しているが本図譜独特の図柄が

　　多々ある(二 例前記).

5)未 固定すなわち,フ ォルマリンやアルコール等で固

　　定処理を していない状態であ りなが ら臓器相互の位

　　置的関係,臓 器内外の脈管 ・神経の分布 とそれ らの

　　分布上の立体的な相互関係等の細部を観察 し描 いて

　　いるmは 特筆に値する.外 科医としての経験 と優れ

　　た観察眼によるものであろう.

6)「 一回の解剖に一臓一騎観察」の原則を守 りなが ら,

　　十数年にわたって刑場に通い解剖 し描写 した事は強

　　い意志と根気の良 さを感 じさせる.

7)附 言の中に解剖用具についての説明がある.蘭 書の

　　翻訳であるにせよ,管 腔性臓器や脈管等に蝋や色素

　　を注入 し,ま た,肺 に空気を送 り込む為の各樋小管

　　を除いて,記 載されている機器は今日使用されてい

　　る機器 ・器具と非常に近似 している.

8)図 の巾で乳慶槽(現 在は乳 ビ槽と記す)と 胸管の関

　 係,胸 腔内の静脈の走行等やや解 り難い部分がある.

　　また,図 の説明文の中で今日の理解と異なる部分が

　　ある.た とえば脳神経の数は第一頚神経を含めて十

　 対(解 体新書 も同 じ)151,脊 髄神経 は左右各三十

　　(解体新啓も同 じ)な どの記載である.し か し200

　 隼近 くも前に,刑 場内で限 られた時間内に,無 固定
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　　の屍体を解剖し,観 察 し,描 写した優れた能力によっ

　　て褐られた成果に影響を与えるものではない.む し

　　ろ人体の描造を,そ の当時,こ こまで詳しく調べ図

　　譜として残 した努力が賞蟹される.

9)顕 微鏡による図が二図ある(前 述).原 図第49(第

　　11図)表 皮及び腺,毛 髪と,原 図第80(第13図)

　　女性性器の図の欄外に描かれた枡子が顕微鏡図であ

　　る.こ れ らは表面からの観察であり切片標本ではな

　　い事がわかる.何 処で顕微鏡観察を行ったかは皮膚

　　の一部を刑場外に持ち出せるか否かと顕微鏡を刑場

　　内に迎び込めたか否かにかかわる事であり,不 明の

　　 ままに残る.附 言には顕微鏡二台を備える事と書か

　　れている.し か しこれはヘイステル解剖書の翻訳内

　　容であるか ら,実 際に南小柿が二台を備えていたか

　　否かはわからない.

　顕微鏡はオランダの眼鏡屋ヤ ンセン父子が創製 したと

される(1590).そ の後にイギリスのロバー ト・フック

は二枚の凸レンズを鏡筒にっけた複式 レンズ顕微鏡を作

成 した(1660年 頃).更 に,レ ンズを小さい孔のある

二枚の金属板に挿んだ単式ではあるが複式よりも倍率の

高 く266倍 もの倍率を持っ顕微鏡が レーウエンフック

により作成 されている(1673年 頃).ま た,台 座。三

本の支脚及び反射鏡のっいた複式 レンズ顕徹鏡がロンド

ンのカルベパー(1725)に よって作られている.

　その時代に顕微鏡が日本にあった事は確かである.森

島中良著 「紅毛雑話」(1787)に 「顕微鏡」("む しめが

ね"と 読み仮名付 き)と 題 して 「ミコラスコーピユン之

図」 という挿絵説明のある紅毛渡 りの顕微鏡の写生図

(司馬江漢作)と,そ れによるノミ,ボ ウフラなどの観

察図が掲載されている.顕 微鏡という名称は中国人の訳

語であ り日本人は顕微鏡と書いてムシメガネと読んでい

た.ま た,　ミコロスカウヒヨム、　ミイコロシコウピヨム

などと呼ばれていた.お そらく18世 紀の後半にはかな

り行 き渡 うた存在であ ったと考えられる10.161.

　顕微鏡図が最初に掲載された医学書は解体新書であり

毛髪の拡大像が示されているcina)。 しか し,こ れは

クルムスの解剖轡の転写であり杉田玄白等の著者が観察

して描写 した顕微鏡図ではない.著 者が自ら顕微鏡図を

描 き掲載 した医学轡,図 譜としては解剖存真図が最初と

なる.

　当時の日本に顕微鏡があった事を示す幾つかの記述が

ある.た とえばシーボル ト(在 日 且823～1829)が 長崎

で使っていた顕微鏡は現存 し早稲田大学に保管されてい

る101.ま た,寛 政4年(1792)に ロシア船が通商を求

めて来日したがその折 りに日本の漂流民、大黒屋幸太郎

と磯吉とを松前に送り返して来た.こ の時,幕 府の依頼

で幸太郎の事情聴取に当たった桂川甫周が幸太郎の持ち

帰った顕微鏡を写生 した絵がある.挿 図説明には ミテレ

スコ ッポと記 されて いるη.加 えて甫周 は享和2年

(1802)2月26日 に将軍家斉に顕微鏡の使い方を説明

している事7'臥191などから顕徴鏡は既にe本 にあり,桂

川家が顕微鏡の利用に際して便宜を図れる立場にあった

事が想像される,そ して甫周は南小柿の師であり解剖図

の作成を奨めた点か らも,南 小柿が顕微鏡を使用 したと

したら甫周の支援の下で使用 したと推定するのが順当で

あろう.　 なお,甫 周の写生図から推i察すると,顕 微鏡

は四脚付きのカルペパー型の一種であろうと思われる.

また前記の紅毛雑談に掲載されている写生図もそれと類

似の構造である.

存真という語

　存真という語にっいて,酒 井(ロ 述)は 「物事の在り

のままの姿」と説明 している.現 在の日本の辞擢}にこの

語は無い,南 小柿が此の語を図譜の題名の巾に用いた根

拠に関する記録は見当たらない.解 剖存真図以外に存翼

という語が習名に使われた例は二っある.

◆存真環中図:中 国の崇寧年間(1102～06)に 沼州の

賊を死刑にした時に郡主の李夷行は医師と画工に解剖の

結果を図に描かせた.こ の臓臆図を後に楊介が校定 して

「存真図」 と名付け北宗の時代の政和三年(m3)に 他

の本を合わせ 「存真環申図」と名付けて一つの解剖図譜

とした14pl.酒 井によるとこの図譜が 日本に来たか否か

は明らかではなく,ま た,来 たとしても多くの人の目に

触れた記録は無いという.

◆存真図腋:文 政5年(1822)に 陸中 。一ノ関出身の

佐々木中沢が著 した解剖薔.佐 々木は建部滑庵に医学を

学んだ。江戸に出て大槻玄沢等に師事 して蘭学を修めた

後に仙台に帰 り渡辺道可の主催する仙台藩医学の西学教

諭 となった.文 政5年6月29日,仙 台北郊七北田にお

いて女性の屍を解剖 した折に渡辺の奨めにより男性 と異

なる部分に集中して観察 し畠山仙江の…涯になる七つの解

剖図と詳 しい説明を記載した,南 小柿の解剖存真図に女

性の図が少ないので不足の部分を補 う意味で存翼図腋と

名付けた.と ころが,こ の解剖 は仙台の医界に衝撃を与

え,漢 方医は強 く反対 し,江 戸の漢方医学の名家の多岐

元堅 も呼応 した.結 果,本dは 版下のみで永 く伊達家の

書醸に保管されたままとなった12,,別の文献によると.

佐々木仲沢は文政5隼3月 から仙台蕃の医学校養賢堂で

閲方医の教授 にとなった年の5月 に,女 性刑屍の騎分を
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する機会を得t:..中 略.江 戸で同学であった南小柿寧一

の 『解剖存貞図』の不十分である点を補ったと記されて

いる51.ま た,佐 々木の名には中澤,仲 澤,中 沢,仲 沢

の記載がある.

　 (註)

　広辞苑によると腋(脇,液)に は 「主役の次に位 し.

それを助けるもの.わ き役」という解釈 もあるので,存

rs図腋の腋はこれに該当する意味で使われたのではない

かと思われる.ま た,別 々の二冊の図譜に共通の 『存真

図』という特殊な名称が用いられている事から.南 小柿

と佐々木との間には何らかの接点があったであろう事が

想定される.し か し,前 記の 「同学」が蘭医としてなの

か,桂 川家の門下生としてなのか,あ るいは他に共通の

学の場があったからなのかは不明である,

解剖存翼図作成の動機

　解体新書が出来てから50年 近 く経過 し.既 に10種

類以上の解剖書や図譜が刊行されている当時の状況下で

新たに解剖図譜を作成 した動機は,前 記の如 く南小柿が

桂川家にあった平次郎解剖図(1783)(第15,16図)

や施薬院解男体臓図(1798)を 見て感嘆はしたが精密

度が充分でない事を残念に思い,自 ら観察 し描写 しよう

と決めた事による.加 えて師の桂川甫周(第 四代)の 奨

めもあ ったと伝え られる..,.以 下,解 剖存真図作成の

動機付となった二つの図譜にっいて概要を述べる.

◆平次郎解剖図:作 成の主催者は橘南険であ り,小 石元

俊が伏見で平次郎 という40才 の刑屍を解剖.図 譜は前

面を開胸 ・開腹 し臓器を全体として描写 したものが主体

で,細 部では膵臓が異常に大きい事および輸尿管が明瞭

でない事などが指摘されている,解 体新書の影響 はまだ

少ないといわれる.写 生は吉村聞洲.蘭 洲は円山応挙と

共に石田霊汀の門人で西本願寺の画師である.

　 橘は伊勢の国の藩士宮川保長の五男で医の橘家を継い

だ,香 川大沖,賀 川子玄に学ぷ、解剖の実施には小石の

力を借 りた.

　 小石元俊は祖父まで小浜藩の家老であった.父 の時代

に小浜を去 る.大 阪にて山脇東洋の高弟淡輪元潜に古医

方を学び,淡 輪の勧めで同 じく東洋の門人であ り漢蘭折

衷派の永富独略庵に学び京都で開業,解 体新書を見て実

証に基いた蘭医学に心を打たれ,小 浜藩の杉田玄白が京

都を訪れた時及び江戸においてに閥医学の教えを乞い,

また,江 戸で大槻玄沢家に寄寓 して闇医学を論 じ蘭学者

と交わった.京 都において古医方と論 じ,騎 分を行って

蘭医学の実証性を示 した。京都火災の後大阪 に移るが京

都の医家に㎎医学の道を開いた功績は大きいといわれる.

当時の実地解剖学の第一人者であった.加 えて,刑 死の

病者を騎分けし生前の症状 との因果関係を明 らかにする

努力をしたと伝えられ,病 理解剖の先駆者でもあ った.

◆施薬院解男体臓図:主 催者は三雲環善(本 姓は施薬院).

山脇東海および小石元俊と共に京都において作兵衛とい

う3A才 の刑屍を解いた解剖図.解 体新魯の影響は大き

いといわれる.橋 本宗吉写が蘭語で各器官の名を記入 し

ている.橋 本宗吉は大阪出身で他の業についていたが小

石元俊が才能を認め、江戸の大槻玄沢のP7に 入れて蘭医

学を学ばせた.後,大 阪で医業を開 き,又 蘭学塾綜漢堂:

を興 し間語を教授 しi,:.門 弟の中天游は緒方洪庵の師で

ある.す なわち,橋 本宗吉一中天癖 一緒方洪庵一福沢諭

吉の大阪蘭学の系譜は橋本か ら始まったのである,写 生

は再び吉村蘭州であり,そ の子吉村孝敬および丸山応挙

の子木下慮受が助けた.平 次郎解剖図よりも15年 後に

出来た図であり,格 段に精密であるxit.　xu.

南小柿寧一による重訂解体新書付図の作製

　重訂解体新轡は大槻玄沢が師の杉田玄白の要請により

不完全な解体新書を改訂 したものである,新 轡 と同 じク

ルムスの解剖轡の完訳である。大槻玄沢は解剖存真図に

践を寄せ南小柿の努力と解剖葎真図の内容 を賞賛 してい

るが(一 部前出),そ の最後に,解 剖存真図を見ながら

自分が著述 している重訂解体新書を読めば良 く理解出来

ると記 している.大 機玄沢は南小柿寧一の優れた描写能

力を知 っており,重 訂解体新書の付図の作製を寧一に依

頼 した,図 数は175図 である(解 体新書は151図).ク

ルムス解剖轡の原典,イ ギ リスの解剖魯を1体 とし,い

ろいろな西洋解剖書(後 記)か ら模写 して作成 した.こ

の時代には既に銅版があ り,作 成 した図はその銅版の下

図 とな った.図 は文政4年(1821)に 完成 したが,寧

一は文政8隼(1825)に 本書の完成(1826)を 見届け

る璽なしにこの世を去 っtin.

　 (註)

　解体新書は西洋医学における人体の構造及び機能の解

釈が東洋とは全 く異なる事を初めて伝えた点で大きな意

義があった.ク ルムスの解剖書の翻訳は辞轡もな く困難

を極めたが大変な努力で乗り越えた,し かし,出 版を急

いだmも あって誤訳が多い事 は杉田玄白自身がよ く知 っ

ていた,玄 白は門人の大槻玄沢に新書の改訂を依頼 した,

玄沢は寛政元年(1789),一 説には寛政2年(1790)

に編鷹を開始 し36年 後の文政9年(1826)に 垂訂解体

新書を完成 した.解 体新書が出版されてから52隼 目で
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あ る.内 容 は クル ム ス の解 剖学 の 完 訳 で あ るが 原 典 の 脚

注 は 訳 され て い な い.解 体新 書 は5冊 か ら成 るが 重 訂 解

体 新 書 は12冊 か ら成 り,南 小 柿 が 作 成 した解 剖 図 は

「重 訂 解 体 新 書 付 図 」 と して独 立 して 出 版 され た.

　 参 考 に した 西 洋解 剖 書 は 次 の 通 りで あ る.Bartholo・

maeus　 Eustachius,　 Steven　 Blan-kaart,　 Philip

Verhyen,　 William　 Cowper,　 Jean　 Palfyn,　 Hendik　 van

Deventer.

　 これ らの 内,解 剖 存 真 図 作 製 時 と貢 複 して 参 考 に した

狸}はBlankaartとPalfynの 二 冊 の み で あ る.用 語 に つ

い て は解 体 新 書 の用 語 の不 完 全 な もの や 誤 り を改 め,加

え て 玄 沢 が 不 適 当 と思 う語 や,訳 語 が 出 来 て い なか っ た

もの に っ い て は玄 沢 自 身 が藷 を造 って い る12R21.

終わ りに

　解剖存真図の出版は南小柿の発意と努力によるもので

あるが,そ の背景には桂川家の直接および間接の支援が

あった。そして同家はやがて福沢諭吉先生の江戸におけ

る活躍および威臨丸による渡米と密接に関係する事にな

る.更 にこの時代が日本における漢方中心の医学か ら西

洋医学への重要な変換期であり,そ の転換を推進 した機

運と諸活動が背景にあった耶が伺われる.

　図は慶晦義塾大学信濃町メディアセンター所管の解剖

存真図写本より採った,解 剖存爽図 につき調査の過程で

順天堂大学医学部酒井シヅ 客員教授より多 くの御教示

をいただいた.ま た,原 図および関係書類の閲覧,図 の

転写等には,前 慶慮義塾大学三田メディアセンター貴重

啓室市古健次課長代理,元 慶慮義塾大学信濃町メディア

センター武正恒事務長,お よび現信濃町メディアセンター

風間茂彦事務長に大変お世話になった.稿 を閉 じるに当

たり,寄 せられた御厚情に深 く感謝する.
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